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担当：請井
	同世代と語り合う会



１　活動設定の理由
修学旅行に向けた話し合いの中で、「答えを教えてもらって終わるのではなく、本音で語り合える交流がしたい」「生活環境が違えば、価値観や進路への意識も少しずつ違う。そんな同世代の人たちと、日本の未来について語り合うことで、自分を見つめ直しながら社会と向き合える」という意見が語られた。
子どもは、自分の行動が社会を形づくっていくという意識をもっている。つまり、「日本の未来を担うのは自分たちなのだ」という自覚が芽生え始めている段階にある。まだ見ぬ日本の未来を思い描いたとき、子どもは希望と不安の入り混じった複雑な感情を抱く。しかし、その中には確かな前向きさがあると考える。まずは不安や心配から考え始めるだろう。同時に、そこから逃げずに何とかしたいという意欲ももつだろう。そしてそのための行動を具体的に考える中で、他者とのつながりを求めていくだろう。同じ時代を生きる者どうしが、実際にできることを考えて語り合う。その相手は、豊かな知見をもった専門家ではなく、やはり同世代がよい。大きな違いはなくとも、「相手の考えはどんな背景から生まれたのか」など、自分の考え方と比べ、自分を相対化して考えることができる。また、共通点を見つけ、共感し合えることは学びや挑戦を続ける支えにもなる。お互いに高め合い、学び合いができるであろう。また、子どもは日本の首都東京で生活している同世代と交流をした経験が少なく、愛知で生活しているだけでは、東京に住む人がどのような考えをもっているのかを知ることは難しい。人口が多く、政治・経済・文化の中心地である東京に修学旅行で行くからこそ、その場で生活している人たちが考えていることと自分たちの考えていることとの共通点や相違点を知ったり感じたりすることに意味がある。そして、「自分たちは未来のためにこんなことをしたい」という思いを語り合う機会としたい。意見交流することで、自分の姿を見つめながら、未来の社会をつくる一員としての自覚を高めるであろう。以上のことから、本活動を設定した。活動の内容については、今後も検討を重ねる。

２　活動のねらい【目的③】
[bookmark: _Hlk213351376]・異なる場所で生活する同世代のさまざまな価値観に触れることで、自分の考え方を整理したり、発展させたりして広い視野で物事を捉えることができる
・同世代の人たちと日本の未来のために自分ができることを語り合うことで、未来は自分たちの行動で変わるものだという認識をもち、未来の社会をつくる一員としての自覚を高めることができる

３　活動日時
令和８年４月21日（火）13：30～15：30
	






４　活動場所、交流相手
　　　場所
・東京都内の大人数が交流できる場所を確保する。
　
交流相手
・東京近郊の中学生、高校生、専門学生、大学生
※ユネスコスクール事務局に仲介していただき、参加希望の学校を募集する
　　　　※ユネスコスクールでは、国内の加盟校同士の交流の支援をしており、全国1000校以上のつながりがある。東京圏にもユネスコスクールの加盟校があり、協力のお願いをする
※相手校は１校とは限らず、本校に協力してもよいと考える学校を募ることで、熱量ある団体との交流を図ることができる

５　活動内容
（１）当日の日程と大まかな動き
日程
	時間
	子どもの動き

	12：50
	実行委員（語り合う会担当者）は、会の流れの最終打合せ、会の準備
実行委員（語り合う会担当者）以外で、会場準備、整列

	13：00
	相手校集合、会場準備、整列

	13：30～13：50
	語り合う会①（簡単な自己紹介含む）
「2036年、日本はどうなっているのだろうか」（小グループ語り合い）

※小グループは本校約５名、他校１～５名（何校でもよい）のグループが30ほどできるとよいが、協力校の規模や人数に合わせる。
※2036年は、集まった同世代にとって遠すぎず近すぎない想像しやすい未来だと考え設定した。本校の子どもたちにとっては就職し始めたころ、高校生や大学生は仕事に慣れてきたり、中堅として仕事の中心を担ったりしている頃で、それぞれが次のステージで力を発揮しようとしている頃になる。
※社会、行政、教育、技術、生活、仕事、家庭など事前活動で代表者同士が決めたキーワードに分け、各校で自分の関心があることについて調べ、キーワードごとに小グループに分けて語り合う。

	13：50～14：10
	語り合う会②
「どんな2036年（未来）をつくりたいか」（①と同じ小グループで語り合う会を行う）
※①で語り合って出された想像する2036年のプラス面だけでなく、マイナス面についても踏まえた語り合う会になる。希望や夢を語り合うことで、語り合う会③へと円滑に流れるようにする。

	14：10～14：20
	休憩　
語り合う会③の準備
※グループ語り合いの隊形から、全体語り合いの隊形へかえる

	14：20～15：00
	語り合う会③
「よりよい2036年（未来）の日本をつくるために、今自分にできることは何か」（全体語り合い）
※語り合う会①と語り合う会②を踏まえ、中学生の自分たちが具体的に考え、実際にできることや、したいこと、していかなければならないことを語り合うことで、未来の社会をつくる一員としての自覚を高める

	15：00～15：20
	語り合う会終了　片付け　あいさつ


※語り合う会は、本校実行委員が全体の司会を担当し、運営をする。
※小グループ内にも、語り合う会①②の取り回しをする小司会を本校から出す予定。語り合う会①と②の区切りはそれぞれのグループの司会が柔軟に対応する。
※語り合う会③においても、本校から司会を出す予定だが、事前活動の話し合いによっては、相手校にも協力をお願いする。
※語り合う会①については、各校で追究を行い、話す内容を考える。語り合う会②や③のテーマも事前に伝えるが、基本的にその場の思いや考えを大切にし、その時の気持ちを語り合う予定。

６　事前活動
・本校の実行委員と、ユネスコスクール事務局で打合せ（代表者）
〈内容〉
語り合う会の意図を伝え、「よりよい2036年（未来）の日本のために、今自分たちにできることは何か」などのテーマで語り合う会で話し合いたいことを話す。語り合える学校を募ってほしいとお願いする。
〈ねらい〉
　　語り合う会の意図を伝えることで、住む環境が異なる同世代同士で、語り合うことの意義を伝える。
・参加校が決定したら、参加校と顔合わせ（代表者　zoom）
　　〈内容〉
参加校の代表者と顔合わせをする。語り合う会のねらいを伝え、当日の流れと動きの打合せをする。当日に語り合うテーマ①②③について話し合い、決まったら各校でテーマを伝える。中でもテーマ①については各校で追究活動をするように伝える。
　　〈ねらい〉
　　　ねらいを伝える中で、行事を自分たちがどんな気持ちでつくっているか修学旅行へ向けて、学年でどのようにねらいを設定し、そのねらいに向けて活動をつくっているかなどの思いを入れることで、自分たちができることについて考える機会とする。
　・各校でテーマについての追究活動をする（各校それぞれ）
　　　〈内容〉
　　　　各校で、語り合う会①のテーマ「2036年、日本はどうなっているのだろうか」に対しての追究活動をする。自分に関心があるキーワードに関わることを調べる。
〈ねらい〉
10年後未来の日本、未来の自分について考え、自分ができることについて考える時間とし、当日語り合えるように準備しておく。
７　今後の見通し
	月
	内容

	12月

	本校代表者とユネスコスクール事務局で打合せをする。（１時間、zoom、代表者）
交流する学校決定、語り合う会を行う場所の予約をとる。

	１月

	語り合う会を行う学校の代表者で打合せをし、テーマを決定する。（１時間、zoom、代表者）
テーマについて、各校で追究活動を進める（１時間）

	２月

	テーマについて、各校で追究活動を進める。（１時間）
交流する学校と最終打合せをする（１時間、zoom、代表者）

	３月
	予備












【連絡先】
愛知教育大学附属岡崎中学校　
担当：請井隆彦（ウケイタカヒコ）
住所：愛知県岡崎市明大寺町栗林1
担当メールアドレス：t-ukei@auecc.aichi-edu.ac.jp




